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560人が晴れの門出

ことし市内では 560人(男

325入、女235人)が晴れて大人の仲間入りをされま

した。

1月15日は成人の日。

成人式会場となった市民会館では久しぶりの再会

を喜び合う姿が見られました。

式典では全員で市民憲章を唱和した後、川崎市長

の式辞、推井市議会議長の祝辞があり、最後に出席

\"'''''.，，~. 12月定例会審議日程…コ

;四本会議(会期の決定、融ー;

; 括上位提案理由の説{

} 明);

¥ 13日休会 i 

l 14日本会議(批質問、帥議案 j

; 一括上程提案理由の ;

; 説明、決算特別委員会;

ー の設置、各案件委員会;

; 付託) 1 
( 15B-附休会 ; 

! 17日 委員会(建設・産業経済常任)l 

) 18日 委員会(教育民生・慨常任)) 

( 19日 委員会 (決算特別委員会) ( 

~ 20日 本会議(各委員長報告、質疑;

; 討論、採決) ) 

者全員で誓いの言葉を力強く述べ、成人の門出に決

意を新たにしていました。

12月定例市議会

一一大野市基本構想、は継続審査一一

第 184回12月定例市議会は、 12月12日招集され、会期を20日までの9日間と定

め、理事者から提出の議案日件を慎震に審議しました。その結果、議案第54号昭

和53年度大野市歳入・歳出決算認定については、決算特別委員会を設置、委員を

別掲のとおり選任し、この委員会に付託、また議案第57号大野市基本構想の策定

については、総務常任委員会に付託し、慎重に審査するため、それぞれ継続審査

としました。他の13議案については、原案どおり全会一致で可決・同意しました。

また、市民の皆さんから出されました請願・陳情は別掲のとおり決め、 20日閉会

しました。

人件費3，496万円(職員の給与を国家公務

員に準じ、昭和54年4月1日にきかのぼ

って引き上げを行う もの)。地下水かん養

女す策費70万円。 社会樹止施設庫支事業補

助297万円(日の出善隣館ほか)。老人福祉

V昭和54年度大野市→宣会計補正予算

今回の補正では、 1億2，017万8，000円

を追加して、 67億4，676万9，000円となり

ました。補正の主なものは次のとおりつ

〔歳出〕
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センター管哩運営委抑制00万円の追加。

私立保育所委言明ヰ 470万円の追加。障害

児保育振興補助82万円。地域農政推進活

動事業 275万円。集落センター建設事業

補助480万円(東山、医王寺)。 水田高度利

用協撲団育成事業補助 221万円。広域米

生産流通総合改善事業補助 264万円。自

給飼料生産事業等補助 411万円。水田利

用再編対策事業等補助 4，170万円。県単

土地改良事業工事 286万円。工場誘致地

区埋立工事責 1，390万円。林業労務者旦

職共済補助87万円。広域基幹利進法恩寺

線負担金 189万円の追加。地場産業取引

改善資金利子補給97万円。三番線改良事

業費95万円の追加。縁橋都市下水路整備

事業費52万円の追加。乾{開l小学校体育館

改築工事 413万円の追加。南小学校校舎

周辺整備事業 938万円。石油等値上げに

よる燃料費 882万円の追加ーーなど。

〔歳入〕

地方交付税 7，509万円。分4.e.金及び負担

金 1，418万円。使用料及び手数料 927万

円。県支出金 3，403万円一ーなど。

V大野市宝慶寺いこいの森設置及び管哩

に関する条例

大野市宝慶寺で整備が進められている

宝慶寺いこいの森は、 3月末で完了する

ことになっている。この施設は国の第 2

次林業構造改善事業の補助を受け、市が

森林総合利用施設として、 51年から 4ヵ

年計画で整備してきたもので、キャンプ

場、林間広場、総合案内所など、、こい

の広場、が実現することになる。この管

理、運営を大野市森林組合に委託するも

のである。

マ昭和54年度大野市国民健康f騨食事業特

別会計補正予算

今回の補正で2，530万6，000円を追加し

て、 13i意9，738万5，000円となりました。

補正の主な内容は、国等への補助金返

還金703万円、高額療養費1，826万円の増

額で、これに充てる財源は繰越金である。

監査委員(知披経験)

西川氏の選任に同意

西川長一氏(大正11.7.Z1生)

大野市泉町話番12号

市議会報大野

学校改築について

阪谷小学校の改築について

間基本構想、の中で学校教育の振興につ

いては、特に豪雪地帯という当市の立地

条件を踏まえて木造校舎を鉄筋化する、

また屋肉体育館は、地域の社会体育振興

の上からも整備を進めることになってい

る。そこで阪谷小ご持交は昭和55年度に着

工したいとのことであるが、計画iどおり

実施出来るのか。

答阪谷小学ヰ交の改築については、まず

飲料水を確保する必要があるので、現在

地下水調査を実施中である。この問題を

まず解決し、 55年度に着工すべ〈準備を

進めている。南小学埼交校舎の継続分と同

校体育館、きらに阪谷ノド判交建設が、 55

年度の国の補助割当面積の範囲内に入る

ので着工出来ると思う 。しかし国の補助

との関係もあり、 一層予算獲得に努力し

ていきたい。

よ庄小学校

の改築につ

いて

問老朽化の著

しい上庄小学校

舎の改築につい

ては、一音防交舎

と体育館が国の

老朽校舎の指定

が難しいことから、改築が危ぶまれてい

ると聞くが、現実として非常に老朽化し

ており、全校舎の改築を早急に実施すべ

きと思うが、どうか。

答改築は57年度になると思うが、敷地

等の関係もあり、一部分を残して建設を

進めることは非常に難い、。総合的に改

築すべ〈研究し、努力したい。

昭和55. 2. 1 

西小学校体育館の改築について

問 西小学ヰ交体育館は、東講堂は大正11

年、西講堂は昭和 7年に建設されたもの

で老朽化著しく、現在体育授業にも支障

を来たしている。早急に改築すべきと思

うカヘどっか。

答 西 校 体育館は国の危険校舎に指定き

れていない。上庄小兵肖交の改築後、順次

改築していく計画を立てていきたい。な

お、下庄小学校の木造校舎、森目小学技

蕨生小学ヰ交等についても順次計画を立て

財政とも十分にらみ合せて改築に努力し

たい。

問'今の答弁では西校の体育館改築は、

58年度ということになるが、どうか。ま

た西校の校舎は市の都市計画上大きな障

害になっている。今後移転等を考慮に入

れて体育館の改築を考えていくのか。な

お現在の体育館は非常に危険な状態にな

っているので、早急に補修願いたいと思

うが、どうか。

答 今 回 基本構想を提案しているが、こ

の構想に基づいて振興計画を立てていく

中で、今後の学校改築については順次計

画的に実施していきたい。年度について

は現在の段階では何とも言明出来ない。

また西校の移転等の問題は今後地区住民

の皆さんと十分話し合いの上、立派な計

画を立てて建設していきたい。補修は早

急に実施したい。

有終会館に更衣室の設置を

間 有終会館に更衣室やロッカーを設置

して欲しいという要望がある。来年度設

置する考えはないか。

答利用状況を調査したうえで、必要が

あれば設置したい。
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企業誘致につど

問 当市の多年の課題であった企業誘致

を、現在名古屋の都築紡績との間で進め

られていると思うが、いつ同社と立地協

定を結ぶのか。なお企業誘致も重要で、あ

るが、地場産業の振興も大きな今後の課

題である。その方策についても{井せて伺

いたい。

答都築紡績との工場立地協定は一両日

中に結ぶ。地元繊維業界では労働力が競

合するとして反対しているが、今後予想

される地元産業への景タ響には万全の商白書、

をしたい。

新年間編 悶ω て|

問新年度予算編成に当たって、本年度

一般会計当初予算に比べて何%の伸びを

見込んでいく考えか。また市税収入の伸

びはどうか。施策の重点をどこに置く考

えか。

答 税収入は 7%増で、地方交付干見等の

大きな伸びか望めない厳しい現状の中で

来年度予算は10%以内の伸びを見込んで

いる。出来るだけ経費の節減を図り、投

資的経費の増に努力しながら、市民サー

ビスの低下にならないよう財政運用に努

めたい。

水資源問題 | 

北陸電力と県との協定について | 

問真名川の総合開発に伴う北陸電力と

県との間で、真名川の流水利用について

許可した協定書の期限満了が昭和61年 3

月末となっている。この協定書の第 6条

に「許可または認定を与えた事項であっ

ても、知事において公益上その必要があ

ると認めるときは、その変更を命ずるこ

とが出来るJ という条項がある。この許

可改訂の際市はどのような申し入れをし

ていくのか。なお水利権は建設省にある

というが、国民の福祉を度外視したり、

無視することは間違いである。市は真名

川ダムが防災夕、ムから多目的タムにすり

市議会報大野 第 40号 (3)

一一 1月臨時市議会一一

第 185回|月臨時市議会は l月21日招集され、会期を l日限りと定め、理事者

から提出の議案2イ牛を可決・同意しました。

議案の内容は次のとおりです。

V昭和54年度大野市一般会計補正予算

今回の補正では、 1，605万8，000円を追

加して、 67億6，282万7，000円となりまし

fこ。

補正の主な内容は、国庫補助金決定に

伴う衆議院議員選挙費22万円の追加、有

終南小学技周辺整備に伴う製材戸府多転補

償費1，500万円、農地施設災害復旧費83

万円である。これに充てる財源は地方交

替えられたことなどを踏まえて、水手IJ権

を主張し、また補償等を要求していくべ

きと思うが、どうか。

答水利権の問題については、北電と県

との協定もあるが、真名川土地改良区連

合と建設省との間で、用水の水利権の改

訂が10年ごとに行われており、昭和57年

がその改訂の時期である。この改訂の際

には、市は用水組合ともいろいろと相談

のうえ、地下水を初め、生活用水として

水利権を主張していきたい。北電と県と

の協定て現在は北電が真名川の水16tの

既定の水利権を有している。改訂の際に

はこの水量を減らすべ〈要望していきた

い。しかし水力発電には水が命であり、

容易な問題ではないと思う。真名川ダム

が完成するまでの車五邑で、防災ダムが多

目的ダムに変っていったので、北電の理

解により河道維持用水として 2tの水を

真名川に流しているが、その交渉も相当

困難を伴った経

緯がある。この

車五島を考えても

水量を規制する

ことには相当困

難性がある。水

量が規制できな

ければ、補償を

要求すべきとの

ことであるカヘ

付税1，501万円、分担金29万円、県支出

金75万円である。

V人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員の南豊氏が1月15日を

もって任期満了となったため、酎鵠い

たしたいと求められ、本会議において満

場一致で酎聞に同意した。

南 豊氏(大正4.9.1生)

大野市田野第20号101番地

これについても困難性がある。今後の研

究課題として県とも相談のうえ対処して

いきたい。

円三公民一一
問下庄公民館は昭和55年度に建設が予

定きれているが、過日行われた下庄地区

の区長会では、下庄公民館と勤労青少年

ホームを併合した建設は、 t砂す出来ない

ので1まないかと憂慮、されていた。果たし

て55年度で着工出来るのか。

答下庄公民館の一部に勤労青少年ホー

ムを、労働省から補助を受けて建設する

計画を立てている。国等の予算がまだ確

定していない時期であるので、見通しに

ついては、明言出来る段階ではないが、

恐らく国の補助が付くのて伊はないかと思

っている。国に対して強〈働きかけ、予

算獲得に努力し55年度に着工したい。
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各委員会のおもな要望・意見など次の

とおり

-建設委員会

代替地等土地確保のための先行取得に

ついて。この間題は3月の委貝長報告で

も強〈指摘したとおり、街路事業におけ

る物件移転用地、商庖街振興策としての

駐車場用地、さらに今回提案きれている

基本構想を推進する上での公共施設の配

置に伴う用地等、山積している重要事業

遂行上必要な用地の確保は常に難渋し、

大きな障害となっている。これら事業を

遂行するに当たって、市民は用地提供の

条件に必ず代替地を要求しており、代替

地確保は極めて大切で‘あり、事業遂行す

る上に大きく影響する。従って市民から

の情報を的確にキャッチし、土地開発公

社等を十分活用するなど、土地の先行取

得に積極的に当たるよう再度強〈要望し

た。なお、下水道終末処理場用地の確保

についても、一層の努力を払うよう要草

した。

・産業経済委員会

広域基樹槌について。勝山市暮見を

起点とし当市南六呂師に通ずる法思寺線

の現在の進行状況をみると、勝山市地係

の約19，000mのうち11，000mが完了凶み

に対し、当市は約8，000mのうち1，000m

と非常な工事の遅れが見られる。早期完

成を目指し、一日も早〈広域基幹林道と

して、また自然条件を生かした観光ルー

トとしての役割を果たすべ〈、国・県に

対し強力に要望すべきであるとの意見が

述べられた。

-教育民生委員会

公的医療施設の設置については、 9月

の委員長報告でも強〈要望したとおり、

当市の最重要かっ緊急課題として、また

市民の長年にわたる切実な願いとして今

日に至っている。人聞の真の幸福は健康

市議会報大野

によって初めて生き「まず健康であるこ

と」が人生最大の金言であることを思う

とき、医療施設の設置はもはや一刻の猶

予も許きれない事態になっている。せめ

て休日急患センターの設置だけでもとい

うのが市民の切実な願いである。43，000

全市民の切実な願いを真剣に受けとめ、

地域医療協議会と運営上の問題について

積極的に煮詰め、たとえ相当の出資が必

要であってもこれを設置していくという

強い姿勢て臨み、これが早期建設に向か

つて市民病院、保健センターなど将来の

見通しの上に立って、積極的に取り組む

よう強〈要望した。

-総務委員会

陳情元大野郵便局跡地利用について。

これら施設の利用について地区住民の独

昭和55. 2. 1 

決算特別委員会を設置

昭和53年度大野市歳入・ 歳出決算

認定について、慎重に審議すξため

特別委員会を設置する。委員は次の

とおり。(<Ql委員長 o副委員長)

O林 保信 0飯岡彦兵衛

岡原哲也 松田庄二

石蔵一郎 奥村忠光

占化するこ とのないよう、近隣地区の利

用法についても、広〈安炉事的な運用を図

ること。なお管理、運営に当たっては地

元とよく協議を行い万全を期するよう強

〈要望して、陳情の趣旨を了とし採択と

した。

市民から提出された請願・陳情

採択されたもの

件 名 提 出 者

河川|上蓋設置について
春日 1丁目上区長

柿本清之助外10名

専用コート 設置について
大野長生会長

山崎次郎外5名

保育行政について
私立保育園保護者会連合会長

帰山正仏外 2名

市道認定について
下据区長

松田 直樹外38名

市道編入はついて
富島区長

岡崎茂外9名

体育館改築について
有終西小学校PTA会長

亦尾幹雄

東部公民館の建設について
有明町区長

横田 脱外16区長

市道の 部路線変更及び改良工事の 中荒井町 2丁目区長

促進について 霞安光成外87名

借入資金に対する助成について
大野織物工業協同組合

理事長 斉藤政雄 l

借入資金に対する助成について
福井県丸編ニ ット工業組合

理事長 畑岡

7G大野郵便局跡地について
明倫町 5区長

宇野政雄外 3名

不採択となったもの

工場誘致について
大野織物工業協同組合

理事長 斉藤政雄

工場誘致について
大野縫製組合

マックス外13社

企業誘致について
福井県繊維協会会長

前回 栄雄外 1名

企業誘致について
代表取締役 上杉 肇外6社

企業誘致について
|福井県縫製産業協同組合

理事長 渡辺誠


